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研究成果の概要（和文）：本研究は，企業の持続的な製品イノベーションを実現するための組織間および組織内のネッ
トワークの構造について解明することを目的としたものである。定量分析と定性分析が試みられた。ベイジアンネット
ワーク分析によって，イノベーションの波及がネットワーク内でどのように伝わるかが確認された。また，製品開発パ
ターンの解明にとって，コミュニケーションチェーンのネットワーク分析が有効であることを確認した。ネットワーク
のディスコース分析によって，コールマン型ネットワークのほうがとステイタス型ネットワークよりも製品開発におい
て好ましいことが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the optimal structure of inter- and 
intra-organizational networks for sustainable product innovation of corporations. Both quantitative and 
qualitative approaches have been employed. Using the Bayesian network analysis, we verified the diffusion 
pattern of innovation within networks. We also confirmed the effectiveness of the network analysis of the 
communication chains to clarify the product development pattern in the R&D section. The results of 
discourse analysis for both Coleman network and Status network showed that the Coleman network was more 
suitable for product development than Status network.

研究分野：企業間関係論

キーワード： 企業間ネットワーク分析　研究開発　ディスコース分析　コミュニケーションパターン　イノベーショ
ン

  ３版



１．研究開始当初の背景 
 
企業の持続的競争優位は，戦略的提携など
による素早い企業間ネットワークの構築と，
そこにおける最適ポジションの獲得に大き
く左右されるようになってきている。とくに，
画期的な新製品を間断なく開発することは，
企業単独では不可能となってきており，アラ
イアンス・ネットワークを構築することによ
って，実現を図るようになってきている。し
たがって，どのような企業間ネットワークを
構築し、そこに位置づけるかが持続的競争優
位確保の課題となってきており，本研究の基
本的背景もここにある。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，企業の持続的な製品イノベーシ
ョンを実現するための組織内ネットワーク
と組織間ネットワークの構造と両者の最適
組合せについて解明することを目的とする。
具体的には，①製品開発担当者とマーケティ
ング担当者からなる組織内ネットワーク構
造の解明、②製品開発担当者ならびにマーケ
ティング担当者が有する対外ネットワーク
構造（企業や大学等研究機関との技術協力関
係、販売・流通提携関係など）の解明、③企
業のイノベーションに最適な組織内ネット
ワークと組織間ネットワークの組合わせの
３点について探究する。 
 
 
３．研究の方法 
 
研究は，(1)先行研究と分析モデルの導出，
（2）フィールド調査，（3）配票調査，（4）
分析，からなっており，順を追って進められ
る。 
まず（1）の先行研究と分析モデルの導出
では，既存研究とそこにおける本研究の位置
づけを明らかにする。そして，分析モデルの
フレームワークを提示する。（2）のフィール
ド調査に関しては，ヒアリング調査により，
分析対象企業に関する関連データを入手す
る。（3）の配票調査に関しては，（2）におけ
る企業群対して行う。（4）（3）におけるデー
タに基づきネットワーク分析を試みる。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)イノベーションの普及分析 
 ネットワークにおいてイノベーションが
どのように普及するのかについて，ベイジア
ンネットワーク分析の適用可能性について

検討した。特許の引用ネットワークに関する
取引ネットワークを想定し，ある企業で創出
された特許が，取引ネットワークにおいてど
のような確率で各企業に普及していくのか
を分析した。そして，イノベーションの普及
分析において，ベイジアンネットワーク分析
が応用可能であることを確認した。 
 
(2)ネットワークの質によるイノベーション
の研究 
 コールマン型ネットワーク（強い紐帯，密
な構造）とステイタス型ネットワーク（特定
の企業のみが強く連結）にみられる，ディス
コースの違いについて分析した。ポイタン・
ネットワークのなかから，コールマン型とス
テイタス型を抽出し，それぞれを構成する企
業のホームページにおいて，どのようなディ
スコースがみられるのか，ディスコースの分
析を行った。その結果，コールマン型では協
力的なディスコースがみられる一方，ステイ
タス型では排他的・競争的なディスコースが
展開されていた。このことにより，イノベー
ションにとっては，コールマン型のネットワ
ーク形態が有効であることがわかった。 
 
(3)コミュニケーションパターン分析による
イノベーション分析への応用可能性の研究 
 東日本大震災の東京電力福島第一原子力
発電所事故におけるテレビ会議のコミュニ
ケーションをスクリプト化し，コミュニケー
ションパターンをネットワーク関係として
捉え分析した。その結果，オープンな会議に
おけるコミュニケーションネットワークの
構造によって，意思決定が左右されることが
明らかとなった。このことで，イノベーショ
ンの導入や普及において，ネットワーク構造
が重要であることを示すことがわかった。 
 
図表：本店と現場とのコミュニケーションネ
ットワーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



また，コミュニケーションの内容分析をする
ために，テキストマイニングを行った。その
結果，本店と現場との使用言語に大きな違い
がみられ，このことが原発事故において対処
が遅れた要因であることも併せて明らかと
なった。
 
図表：本店と現場との会話のテキストマイニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)ネットワークにおけるレッドクイーン効
果に関する研究
 レッドクイーン効果（激しい企業間競争が
イノベーションをもたらす）とその派生概念
としてライバリー・トラップを提示し，企業
の短期的競争優位の連鎖にどのような影響
を及ぼすのか，半導体産業と携帯電話産業を
事例にして分析した。そして７つの命題的仮
説を提示した。
制限的である場合，ライバリー・トラップと
なる。
ある場合，ライバリー・トラップとなる。
競争相手からの刺激が過当競争でも競争制
限的でもない場合，レッドクイーン効果とな
る。4)
レッドクイーン効果となる。
定化することは，コンピテンシー・トラップ
や情報の陳腐化をもたらし，新規参入や代替
品に対し劣位になることから，ライバリー・
トラップが生じやすい。
定化すると，ライバルのみが正当であると認
識するようになり，ライバリー・トラップが
生じやすい。
イノベーションのジレンマに陥りやすく，ラ
イバリー・トラップが生じやすい。
果は，イノベーションを生み出す，企業間競
争の条件を示唆するものである。
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変革する必要がある
強い紐帯・密な組織間・組織内ネットワーク
を変革し、弱い紐帯・疎なネットワークにす
るには、信頼関係の崩壊、組織のトランザク
ティブメモリーの崩壊、取引コストの上昇、
安定的収益の喪失といったデメリットをモ
ジュラー化のメリットすなわち探索的イノ
ベーションのメリットが上回らないとモ
ュラー化は実現しないことが
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